
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

十
月
は
、
神
無
月
（
か
ん

な
づ
き
）
と
い
わ
れ
ま
す
。 

無
（
な
）
と
い
う
の

が
、
現
代
語
の
連
用
形
で
は
、「
の
」
に
あ
た
り
ま

す
の
で
、
神
の
月
、
神
祭
る
月
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
宮
司
プ

レ
ス
第
百
十
八
号
の
発
行
で
す
。 

今
月
は
、
四
日
、

五
日
の
連
島
八
幡
宮
の
例
大
祭
を
皮
切
り
に
、
十
五

日
、
十
六
日
に
は
、
田
の
首
八
幡
宮
の
例
大
祭
を
御

奉
仕
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
、

明
日
と
明
後
日
と
、
当
宮
の
例
大
祭
で
す
。 

明
治
天
皇
様
は
、
御
製
（
ぎ
ょ
せ
い
）
に
、 

「
わ
が
国
は 

神
の
す
え
な
り 

神
祭
る 

 
 
 
 
 
 

昔
の
て
ぶ
り 

わ
す
る
な
よ
ゆ
め
」 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
、
お
詠
み

に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

襟
を
正
し
て
、
遺
漏
な
く
、

お
つ
と
め
せ
ね
ば
と
、
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

◇
中
国
の
最
古
の
王
朝
で
あ
っ
た
「
夏
（
か
）」
と

い
う
国
で
は
、
一
年
の
「
年
」
の
こ
と
を
「
載
（
さ

い
）」
と
称
し
て
い
ま
し
た
。 

次
の
王
朝
で
あ
る

「
商
（
し
ょ
う
）
と
い
う
国
は
、「「
祀
（
し
）」
と
、

称
し
ま
し
た
。 

実
は
、
商
と
い
う
国
は
、
占
い
や

神
事
を
重
ん
じ
る
国
家
で
あ
り
ま
し
た
。 

戦
場
に

赴
（
お
も 

     

む
）
く
軍
隊
の
先
頭
に
も
、「
巫
女
（
ふ
じ
ょ
）」
と

い
う
不
思
議
な
霊
力
を
持
っ
た
女
性
を
配
し
、
災
厄

（
さ
い
や
く
）
を
清
め
な
が
ら
行
進
し
た
そ
う
で
す
。 

日
々
、
月
々
、
そ
の
歳
月
の
歩
み
が
、
ま
さ
に
、
祭

事
で
あ
る
「
祀
、
祭
祀
」
と
共
に
あ
っ
た
の
で
す
。 

日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
、「
年
」、
こ
れ
は
、「
稲
」

の
こ
と
な
の
で
す
。 

春
の
お
祭
り
で
あ
る
、「
祈

年
祭
（
き
ね
ん
さ
い
）」
は
、
五
穀
の
豊
穣
を
祈
る

お
祭
り
で
す
。 

そ
し
て
、
秋
の
収
穫
を
迎
え
る
た

め
の
様
々
の
お
祭
り
を
厳
か
に
執
行
し
、
明
日
明
後

日
の
例
大
祭
を
迎
え
る
わ
け
で
す
。 

神
様
に
祈
り
、

秋
の
稔
り
を
あ
ら
か
じ
め
お
祝
い
を
し
、
神
様
と
の

お
約
束
を
反
故
に
し
な
い
よ
う
努
力
を
続
け
る
の

で
す
。 

そ
の
過
程
に
は
、
い
か
な
る
試
練
が
あ
ろ

う
と
も
、
き
っ
と
、
神
様
が
お
守
り
く
だ
さ
る
こ
と

を
信
じ
て
、
常
に
、
前
向
き
に
生
活
を
す
る
、
そ
し

て
、
感
謝
の
喜
び
の
日
を
迎
え
る
わ
け
で
す
。 

祈

り
、
感
謝
、
そ
し
て
御
加
護
を
頂
く
、
そ
の
一
つ
の

サ
イ
ク
ル
が
、
ま
さ
に
、「
一
年
」
な
の
で
す
。 

 

◇
宮
司
プ
レ
ス
の
既
刊
号
に
も
詳
し
く
述
べ
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
神
社
神
道
で
一
番
大
切

に
し
て
い
る
の
は
、「
祓
（
は
ら
）
い
」
で
す
。 
祓

い
に
は
、
過
去
と
現
在
を
清
め
る
「
外
清
浄
（
げ
し

ょ
う
じ
ょ
う
）」
と
、
未
来
を
清
め
る
「
内
清
浄
（
な

い
し
ょ
う
じ
ょ
う
）」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

鳥
居

を
く
ぐ
り
、
お
手
水
を
す
る
、
神
職
か
ら
祓
い
を
受

け
る
、
こ
れ
が
、
外
清
浄
で
す
。 

身
体
が
、
浄
化

さ
れ
る
の
で
す
。 

そ
し
て
、
神
前
へ
と
向
か
い
、

心
の
浄
化
装
置
の
ス
イ
ッ
チ
を
オ
ン
に
す
る
の
で

す
。 

 

自
分
自
身
の
精
神
を
ま
っ
さ
ら
に
浄
化
す
る
の
で

す
が
、
そ
れ
は
、
自
分
自
身
の
精
神
を
高
め
る
こ
と

で
す
。 

ま
ず
、
自
然
の
営
み
に
感
謝
す
る
素
朴
な

気
持
ち
、
そ
し
て
、
す
べ
て
の
事
象
、
出
来
事
、
物

事
が
神
様
の
お
働
き
で
あ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る

寛
容
さ
、
さ
ら
に
。
他
人
を
敬
う
謙
虚
さ
、
こ
の
三

つ
の
心
を
取
り
戻
す
の
が
、
心
の
浄
化
、
未
来
を
清

め
る
内
清
浄
で
す
。 

「
他
人
と
過
去
は
変
え
ら
れ

な
い
が
、
自
分
と
未
来
は
変
え
ら
れ
る
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。 

あ
れ
が
悪
い
、
こ
れ
が
悪
い
と

人
を
責
め
る
気
持
ち
を
捨
て
、
身
の
ま
わ
り
に
起
こ

る
こ
と
す
べ
て
に
感
謝
の
心
を
持
っ
て
自
分
を
変

え
て
い
く
営
み
、
ま
さ
に
、
外
清
浄
内
清
浄
、
心
が

変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

江
戸

時
代
に
「
吉
川
神
道
」
い
う
神
道
論
を
唱
え
た
、「
吉

川
惟
足
（
よ
し
か
わ
こ
れ
た
る
）」
は
、 

「
も
ろ
も
ろ
の 

穢
れ
の
雲
を 

祓
ひ
な
ば 

 
 
 
 
 
 

心
の
月
は 

い
つ
も
さ
や
け
き
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
和

歌
を
残
し
て
い
ま
す
。 

心
を
月
に
た
と
え
る
な
ら

ば
、
心
の
月
が
、
い
つ
も
、
清
く
潔
（
さ
や
）
け
く
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あ
る
た
め
に
は
、
い
つ
も
、
穢
（
け
が
）
れ
を
祓
い

や
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
ま
す
。 

こ

の
穢
れ
と
は
、
本
来
的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
の
成

長
過
程
に
お
い
て
、
後
天
的
（
こ
う
て
ん
て
き
）
に

つ
い
て
き
た
も
の
で
す
か
ら
、
神
様
か
ら
頂
い
た
正

し
い
心
こ
そ
、
清
く
潔
け
き
心
で
す
。 

「
心
が
変

わ
れ
ば
、
行
動
が
変
わ
る
、
習
慣
が
変
わ
る
、
人
格

が
変
わ
る
、
出
会
い
が
変
わ
る
、
運
命
が
変
わ
る
」

と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。 
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
学
の
研
究
に
よ
り
ま
す
と
、
過
去
の
幸
福

な
記
憶
よ
り
も
未
来
に
起
こ
る
こ
と
の
方
を
「
明
る

い
」
と
思
う
人
が
多
く
、
し
か
も
、
脳
は
、
未
来
の

幸
福
な
出
来
事
を
想
像
し
た
時
に
最
も
活
性
化
す

る
そ
う
で
す
。 

明
日
と
明
後
日
の
例
大
祭
は
、
神

様
か
ら
「
載
」
い
て
い
る
今
あ
る
命
に
感
謝
を
し
て
、

外
清
浄
内
清
浄
の
「
祭
祀
」
を
厳
粛
に
行
い
、
無
事

に
過
ご
せ
た
「
一
年
」
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い

と
お
も
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
前
向
き
な
気
持
ち
で

人
生
を
楽
し
む
と
い
う
神
道
の
三
本
柱
の
一
つ
で

あ
る
、
未
来
志
向
で
、
活
性
化
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。 

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

 
 

◇
八
月
九
、
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
月
次
祭 

 

＊
八
月
一
日
、
十
五
日 

＊
九
月
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
西
山
町
櫓
（
や
ぐ
ら
）
竣
工
式 

＊
八
月
十
日 

 

▼
若
宮
神
社
例
祭 

＊
九
月
九
日 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

＊
九
月
十
日 

 

▼
観
月
祭 

＊
九
月
十
五
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
八
月
二
十
一
日
、
九
月
二
十
一
日 

 

▼
秋
季
祖
霊
祭 

＊
九
月
二
十
二
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
例
祭 

＊
九
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日 

◇
八
月
、
九
月
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
例
会 

＊
八
月
六
日 

 
 

◇
彦
島
八
幡
宮
リ
ー
グ
役
員
会 

＊
八
月
二
十
五
日 

 
 

◇
秋
季
例
大
祭
企
画
室
会
議 

＊
八
月
二
十
五
日 

 
 

◇
神
道
会
世
話
人
会 

＊
八
月
二
十
八
日 

 
 

◇
総
代
会 

＊
九
月
二
十
一
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

＊
九
月
二
十
八
日 

▼
神
職
養
成
講
習
会
講
義 

◇
神
社
神
道
概
説Ⅱ

講
義 

＊
八
月
一
日
、
十
一
日
～
十
二
日
、
十
九
日
～
二
十
日 

（
一
コ
マ
五
十
分
の
十
八
コ
マ
、
十
五
時
間
の
講
義
） 

◇
成
績
判
定
会
議 

＊
八
月
二
十
六
日 

◇
閉
講
式 

＊
八
月
二
十
七
日 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 

◇
下
関
支
部
三
役
会 

＊
八
月
二
日 

 

◇
下
関
支
部
幹
事
会 
＊
八
月
三
日 

 

◇
周
南
支
部
総
会
に
神
社
庁
長
代
理
に
て
出
向 

＊
八
月
二
十
二
日 

 

◇
下
関
支
部
総
会 

＊
八
月
二
十
四
日 

 

◇
神
宮
大
麻
都
市
頒
布
対
策
会
議 

 
 

＊
八
月
二
十
六
日 

 

◇
神
社
庁
役
員
会 

＊
八
月
二
十
七
日 

 

◇
神
社
関
係
者
大
会 

＊
九
月
九
日 

 

◇
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭
（
伊
勢
神
宮
） 

 

＊
九
月
十
六
日
～
日
十
七
日 

 
 

◇
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
九
月
二
十
日 

 
 

◇
下
関
市
敬
神
婦
人
会
茶
話
会 

＊
九
月
二
十
六
日 

 
 

◇
神
宮
大
麻
増
頒
布
推
進
会
議
、
教
学
研
究
部
会
議 

 
 
 

＊
九
月
三
十
日 

▼
教
誨
（
き
ょ
う
か
い
）
活
動 

◇
集
合
教
誨
（
男
子
、
女
子
） 

 

＊
八
月
二
十
九
日
、
九
月
十
二
日
、
二
十
六
日 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

◇
例
会 

 
 
 

＊
八
月
三
日
、
九
月
十
四
日
、
九
月
二
十
八
日 

 

◇
ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

＊
八
月
三
日 

 

◇
定
例
理
事
会 

＊
九
月
十
四
日 

 

◇
ク
ラ
ブ
協
議
会 

＊
七
月
二
十
日 

 

▼
そ
の
他 

 

◇
四
九
八
九
（
し
く
は
っ
く
）
の
会 

 
 

＊
八
月
九
日 

 

◇
下
関
中
央
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

＊
八
月
二
十
五
日 

 

◇
下
関
市
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

＊
九
月
十
四
日
（
卓
話
） 

 

◇
西
山
小
へ
出
前
講
座 

 

＊
九
月
二
十
九
日 


